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オフィス・ワークプレイスの知的生産性研究部会

ワークプレイス進化モデルへのチャレンジ

ＪＦＭＡフォーラム２０１1

ワークプレイスと知的生産性
１．研究の背景

３．中間報告（進化モデルのアウトライン）

４．今後について

２．方向性とゴール

１．研究の背景
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変わる生産性とワークプレイス
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参考：企業の競争優位性

C 場のアーキテクチュア研究会 2010.3

サンプル数： ネットモニター 415+メンバー企業 197 従業員数1000人以上70.8%

1位 ブランド力

2位 系列・グループ力

3位 売上規模や市場シェア

4位 技術力

5位 社員の（組織的）知力・能力

6位 顧客ベースや顧客維持力

7位 問題解決力

8位 情報や知識の収集・獲得力

9位 営業力・販売力

10位 生産能力

11位 特許・デザインなどの知的財産

12位 知識創造（イノベーション）能力

13位 商品・マーケティングの差別化力

14位 コストや価格競争力

15位 事業の仕組みやビジネスモデル

16位 組織の俊敏性・機動的スピード

17位 社外の知的ネットワーク力

18位 組織横断的な内部ネットワーク力
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1位 組織の俊敏性・機動的スピード

2位 コストや価格競争力

3位 事業の仕組みやビジネスモデル

4位 商品・マーケティングの差別化力

5位 問題解決力

6位 社員の（組織的）知力・能力

7位 知識創造（イノベーション）能力

8位 顧客ベースや顧客維持力

9位 技術力

10位 情報や知識の収集・獲得力

11位 営業力・販売力

11位 組織横断的な内部ネットワーク力

13位 社外の知的ネットワーク力

14位 売上規模や市場シェア

15位 特許・デザインなどの知的財産

16位 生産能力

17位 ブランド力

18位 系列・グループ力
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●現在の競争優位性は、「ブランド力」「系列・グループ力」「売上規模や市場シェア」がトップ３。
●将来の重要性では、すべての競争優位性が重要度を増すが、「組織の俊敏性・機動的スピード」「コストや価格競争力」

「ビジネスモデル」「商品・マーケティングの差別力」など、現在１０位以下の項目で重要度が増すと考える従業員が多い。

現在の競争優位性 将来の重要度
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参考：競争優位性とワークプレイスの関連度

GAP

1位 社員の（組織的）知力・能力 20.7

2位 組織横断的な内部ネットワーク力 21 .6

3位 組織の俊敏性・機動的スピード 17 .0

4位 知識創造（イノベーション）能力 15.7

5位 情報や知識の収集・獲得力 19.9

6位 問題解決力 15.3

7位 生産能力 2.9

8位 営業力・販売力 7.1

9位 技術力 12.3

10位 ブランド力 16 .9

11位 商品・マーケティングの差別化力 12.3

12位 社外の知的ネットワーク力 14 .6

13位 事業の仕組みやビジネスモデル 17 .2

14位 顧客ベースや顧客維持力 11.6

15位 コストや価格競争力 5.4

16位 特許・デザインなどの知的財産 8.6

17位 系列・グループ力 6.6

18位 売上規模や市場シェア 8.5
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全体 投資意識あり 投資意識なし

C 場のアーキテクチュア研究会 2010.3

サンプル数： ネットモニター 415+メンバー企業 197 従業員数1000人以上70.8%
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ファクトと問題意識

１．望ましい働き方、求められる生産性の質は変化している

２．生産性とワークプレイスの関係は複雑で多様だが深い相関が
あることは明らか

３．知的生産をサポートするワークプレイスのあり方は多様であり
他社比較は難しい

４．しかし、知的生産がワークプレイス構築の重要な目的である以
上、評価検証・運営進化するためのガイドラインは必須

ワークプレイスを「知的生産」の軸で段階的に評価検証できないか

２．方向性とゴール
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現状

例）クラウド、スマートフォン、次世代通信・・等、技術の進化スピードは
加速しているが、モバイルワークやテレワークはそれほど浸透せず・・・

なぜか？

手段はたくさんあるが、コンプライアンスや会社システムとの整合が難しいことや
投資対効果をはっきり示しにくいから・・・

ECIFFO
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知的生産性を阻害するワークプレイス（よくあるケース）

組織 働き方

空間

●組織がタコツボ化して知識が共有されない

●組織に活気がなく新しいアイデアが出ない

●組織間に結束がなくバラバラ

●多様性に乏しく画一的

●オフィス外にいることが多くても
シームレスに仕事ができない

●部門以外の社員と
交流する機会がない

●必要なときに必要な情報にすぐにアクセスできない

●景色の変化がなく気分転換できない
●室内温度や空気が不快で集中力が下がる

●明るすぎて常に覚醒状態
ストレスが溜まる

●一日ずっとPCに向かうだけで

外部の情報が入ってこない

●周囲のざわつきが気になって
集中できない

●机の上が書類だらけで整理整頓ができない

●無機質で変化やゆらぎがない

●時間間隔がなく、だらだら
仕事をする雰囲気
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研究の方向性

知的生産をサポートするワークプレイスの評価・進化モデルをつくる
３つの整合とバランスが重要

A．組織 B．働き方

C．空間

ソフト

ハード

３．中間報告
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成果イメージ

A.組織

C.空間

B.働き方

部・課が固定化
機能特化

個人作業中心
自席完結

部・課が流動化
連携重視

部門間の協働
横連携重視

マトリクス組織
プロジェクトベース

アメーバー組織
戦略に応じて都度変化

個人作業中心
＋調整や摺り合わせ

個人作業と協働作業
の共存

集合知の活用
外部や海外の都度連携

複数作業の同時進行
社内外パートナー連携

ブース、個室
個人集中重視
クローズドシステム

ユニバーサル、壁排除
共通ルール
オープンシステム

コミュニケーション促進
個人集中と協働ワーク
スペースの再配分

用途転換の仕組み
バーチャルスペース
ユーザビリティ

空間機能の多重化
用途に合わせた選択肢
シェアシステム

ＳＴＡＧＥ１

ＳＴＡＧＥ２

ＳＴＡＧＥ３

ＳＴＡＧＥ４

ＳＴＡＧＥ５

セルラースペース

オープンスペース

協働スペース

仕事内容の変化
コラボレーション等
協働ワークの増加

シェアドスペース

クラウドスペース

外部や他拠点も含め
知的生産に最も適し
たセッティングの
都度選択

個人作業完結
ヒエラルキー重視

専有から共有へ移行
多様な仕事内容に
合った作業空間

2004 レディング大学「官庁のオフィス空間の進化」を参考

知的生産を軸とするワークプレイス進化モデル

個人主義の溶解
相互理解と共有

2011.2 現在作成中
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研究プロセス
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2011.2 現在作成中
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要素分解

A.組織 B.働き方

C.空間

理念
目標

戦略

構造

制度

文化

建物

執務環境

運用

情報環境

個人

組織

個人‐組織

経営理念・経営目的

中長期ビジョン

変化対応・価値創造・危機意識

形態・規模

権限・評価・育成

行動規範・指針・CSR

資質・思考・判断・学習

報連相・ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ・ﾅﾚｯｼﾞｼｪｱ

評価・調整

ｺﾝｾﾝﾄﾚｰｼｮﾝ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ
勤務形態

立地・ﾌﾛｱﾌﾟﾚｰﾄ・動線・ｴﾝﾄﾗﾝｽ

共用部・付帯施設

ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ・ﾚｲｱｳﾄ・内装ﾃﾞｻﾞｲﾝ

家具・機器・光・音・空気

温度・湿度・色彩・ｱﾒﾆﾃｨ

ﾊｰﾄﾞ・ﾂｰﾙ・ｿﾌﾄ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ﾈｯﾄﾜｰｸ

ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ・ﾚｲｱｳﾄ・ｴｺﾛｼﾞｰ

ｾｷｭﾘﾃｨ・ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ

2011.2 現在作成中
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各レベルの状態を決める

理念

目標

戦略

構造

制度

文化

STAGE.0 STAGE.1 STAGE.2 STAGE.3 STAGE.4 STAGE.5

組
織

無関心

曖昧

固定

硬直

画一

ばらばら

理解・浸透

明確・共有

柔軟

弾力

多様

共有

理念があるか、社員に浸透されているか、社員が理解しているか

明確な目標があるか、
目標が共有化されているか 評価見直ししているか

戦略があるか、柔軟な対応ができる戦略か

変化に対応できる弾力性をもっているか

多様性のある制度を持ち、常に更新できる仕組みはあるか

共有する組織文化があるか

2011.2 現在作成中
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各レベルの状態を決める

個人

組織

個人-組織

‐

STAGE.0 STAGE.1 STAGE.2 STAGE.3 STAGE.4 STAGE.5

働
き
方

単眼

単独

個人力

複眼

協働

チーム力

複眼的な判断と行動がとれるか（いろいろな価値観を前提）

多種多様な組織を構成して協働ワークができるか

個人の力を組織化して有効に活かしているか

2011.2 現在作成中
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各レベルの状態を決める

建築

執務環境

情報環境

運用

STAGE.0 STAGE.1 STAGE.2 STAGE.3 STAGE.4 STAGE.5

空
間

固定

画一

固定

画一

柔軟

多様

柔軟

多様

多様なニーズに対応し更新できるか

多様なニーズに対応し更新できるか

多様なニーズに対応し常に最適な環境が構築できるか

多様なニーズに柔軟に対応できるか、更新するしくみがあるか

2011.2 現在作成中
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進化モデルのアウトライン

建築：

①立地（利便性）

SO S１ S３ S５

組織戦略との整合の必要性は
理解しているが実現していない。
また個人のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝと利便性
の関係は認識しているが、対応
していない。

組織戦略を配慮していない。
個人のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝも配慮し
ていない。

組織戦略への配慮はされている
が齟齬がある。また個人のﾓﾁﾍﾞｰ
ｼｮﾝへの配慮はされているが、現
実の向上にはつながっていない。

組織戦略と合致し、かつ個人の
ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝが最も発揮されている。

②立地（環境） 業務特性への適合の必要性は
理解しているが実施していない。
また個人のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝと環境の
関係は認識しているが、構築し
ていない。

業務特性を配慮していない。
個人のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝも配慮し
ていない。

業務特性への配慮はされている
が齟齬があり、また個人のﾓﾁﾍﾞｰ
ｼｮﾝへの配慮はされているが、現
実の向上にはつながっていない。

業務特性に適合し、かつ個人の
ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝが最も発揮されている。

組織運営とﾌﾛｱﾌﾟﾚｰﾄの関係は
認識しているが実現していない。

組織運営とﾌﾛｱﾌﾟﾚｰﾄの関係
を考えていない。

組織運営を配慮した構成・規模
のﾌﾛｱﾌﾟﾚｰﾄを実現しているが、
現実には有効かつ柔軟に対応で
きていない。

組織運用が有効に行える構成・
規模のﾌﾛｱﾌﾟﾚｰﾄである。かつ必
要に応じて柔軟に対応できている。

③ﾌﾛｱﾌﾟﾚｰﾄ

組織運営と動線の関係は認識
しているが構築していない。

組織運営と動線の関係を
考えていない。

組織運営を配慮した動線を構築
しているが、現実には有効にはた
らいていない。

組織運営が有効に行える距離、
経路の動線である。

④動線

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

⑤＊＊＊＊

2011.2 現在作成中

４．今後について
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ワークプレイス評価モデル案

？？

建築

光

音

空気（温度・湿度）

家具

情報通信システム

？？

組織風土（ソフト）
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チーム・組織の知的活動に関わる要素を洗い出した後、カテゴライズ。
各要素項目ごとに、評価レベル（達成度、成熟度）を定義。［評価尺度は項目ごと］
定義した指標に基づき、現状レベルの明確化と目標レベルの設定。［各企業ごとに目標は異なる］
目標レベルに到達するためのアクションプラン案を提示。[ＪＦＭＡとしての提案？]
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評価イメージ

A.組織

C.空間

B.働き方

部・課が固定化
機能特化

個人作業中心
自席完結

部・課が流動化
連携重視

部門間の協働
横連携重視

マトリクス組織
プロジェクトベース

アメーバー組織
戦略に応じて都度変化

個人作業中心
＋調整や摺り合わせ

個人作業と協働作業
の共存

集合知の活用
外部や海外の都度連携

複数作業の同時進行
社内外パートナー連携

ブース、個室
個人集中重視
クローズドシステム

ユニバーサル、壁排除
共通ルール
オープンシステム

コミュニケーション促進
個人集中と協働ワーク
スペースの再配分

用途転換の仕組み
バーチャルスペース
ユーザビリティ

空間機能の多重化
用途に合わせた選択肢
シェアシステム

ＳＴＡＧＥ１

ＳＴＡＧＥ２

ＳＴＡＧＥ３

ＳＴＡＧＥ４

ＳＴＡＧＥ５

セルラースペース

オープンスペース

協働スペース

仕事内容の変化
コラボレーション等
協働ワークの増加

シェアドスペース

クラウドスペース

外部や他拠点も含め
知的生産に最も適し
たセッティングの
都度選択

個人作業完結
ヒエラルキー重視

専有から共有へ移行
多様な仕事内容に
合った作業空間

2004 レディング大学「官庁のオフィス空間の進化」を参考

個人主義の溶解
相互理解と共有

進化プランニング
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評価イメージ

A.組織

C.空間

B.働き方

部・課が固定化
機能特化

個人作業中心
自席完結

部・課が流動化
連携重視

部門間の協働
横連携重視

マトリクス組織
プロジェクトベース

アメーバー組織
戦略に応じて都度変化

個人作業中心
＋調整や摺り合わせ

個人作業と協働作業
の共存

集合知の活用
外部や海外の都度連携

複数作業の同時進行
社内外パートナー連携

ブース、個室
個人集中重視
クローズドシステム

ユニバーサル、壁排除
共通ルール
オープンシステム

コミュニケーション促進
個人集中と協働ワーク
スペースの再配分

用途転換の仕組み
バーチャルスペース
ユーザビリティ

空間機能の多重化
用途に合わせた選択肢
シェアシステム

ＳＴＡＧＥ１

ＳＴＡＧＥ２

ＳＴＡＧＥ３

ＳＴＡＧＥ４

ＳＴＡＧＥ５

セルラースペース

オープンスペース

協働スペース

仕事内容の変化
コラボレーション等
協働ワークの増加

シェアドスペース

クラウドスペース

外部や他拠点も含め
知的生産に最も適し
たセッティングの
都度選択

個人作業完結
ヒエラルキー重視

専有から共有へ移行
多様な仕事内容に
合った作業空間

2004 レディング大学「官庁のオフィス空間の進化」を参考

個人主義の溶解
相互理解と共有

進化ギャップ

2011.2 現在作成中

© 2011 JFMA「ワークプレイスと知的生産性研究部会」, All Rights Reserved.

Ｈ２２年度 活動計画

◆フレームワーク

◆ベンチマーク調査

◆国内外ワークプレイス・リサーチ

基本は月１回、研究会を開催しています。
ご興味ある方は、ぜひご参加ください。

研究会メンバーは、建築設計・不動産・インテリア・オフィス機器・研究者
ICTコンサルティング・・・など多様性に富んでいるのが特徴です。


